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西公臨は朝から際の光にあふれ､ イチョウの葉ガ黄

金色のじゅうたんのよう｡ 気持ちの良い秋の日にどんと

ん人ガ燥まってさました.

｢ 今日初めて｣ の人も｢2 定日｣ の人もた< さん兼て ､

話の輸も遊びの輪も広がります. 本にロ
ー プを次々と

巻きつけて現代ア ー ト臥 薄幸を生に向けて舞い上げ

てr うあ t

つ! ｣ 歓声ガあがります｡

この日はrあちこちプレ ー パ ー ク｣ のコ
ー

ナ
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て､ あそぴあランド(山形県架櫻市〉と黄金浜ちびっこあ

そび場(宮城環石巻市〉とインタ
⊥
ネットでつないて生中

継をしました. 今の懐手をそのまま見ることガできて ､ 楽

しさか直に伝わってきました.

ちょつぴり質問コ
ー ナ ー でのやりとりを紹介します｡

≪貴会浜らぴっこあそび場に深間! ≫

Q ,凰の 乱 ＼日はどうやってすごしますか?

A . ブレ
ー

カ
ー

の中でも遊びます

0 大きな醤油l凱まどこから運んだのですか?

A ･ 震災で流れてしまい泥をかぶっていたのを､ きれい に

して運びました｡ 付近でおうちの建て直しガ多いので

すが､ い つも遊びに使えるものlまないか探してあるい

ています｡

Q . 熱い想いをきかせて< ださい ｡

A ･ 照れるな … 特別なことでな< ､ 安心して地域の人か集ま

れる場所になれば良いなと患っています.
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顎公燭プレ ー パ ー クは､ 助成率♯及び､ たくさん○人からのカンパで遵管されてい車す｡

千 どもたち机 ヽ軌 ヽきと遭ぺる唐■所づくりを自的に､ 地域 に住む人､ 社会人､ 畢生などたくさんの人 相 力して

プレ ー パ ー クを支えています｡ 一日♯にある手ども○遊び■を真ん中にした居■析止して西公■にあり鶴けて､

徽旧壌興O t 中で立ち上がろうとしている人達へ の支慮をこれからも縫けていきます｡

現在は月に 一 度､ 有職のr 亀が鵡℡験遊び場｣ に応援に市って い凄す｡

【助成】 枇 行政法人橋址医療 00 社会1鰐牡振興助成事業
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